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花の盛りもいつしか過ぎ、葉桜の季節を迎えました。日頃は本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、あ

りがとうございます。 

 学年が上がりひと月が過ぎようとしています。４月１１日（月）退任式後の学年お別れ会では、お世話に

なった新鶴田先生、藤橋先生のお二人を盛大に送り出すことができました。お二人の先生の笑顔がとても印

象に残りました。学年みんなで感謝の気持ちを伝えられたと感じました。新年度が始まってすぐの行事でし

たが、昨年までの経験を生かして準備する様子は、２年生での成長を期待する瞬間でした。 

 さて、部活動の体験入部が始まりました。「先輩」として新入生に声を掛け、練習の手ほどきをしている

姿に、先輩としての着実な歩みを見ることができました。これから様々な場面で、２年生としての頑張りが

必要になります。生徒たちはその都度もがき、奮闘していきます。そこに向き合い、一生懸命に取り組ませ、

乗り越えられるよう支えていきます。                     学年主任 山本 弘文 
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１組   

 僕が２年生になって頑張りたいことは二つあ

ります。一つ目は、自分から動くということです。

２年生になって学級、学年の中心となってみんな

を支えていきたいと思い、学級委員長に立候補し

ました。委員長の仕事は難しくて、まだ分からな

いこともたくさんあるけれど、副委員長やクラス

メイトと協力して、頑張っていきたいです。 

 二つ目は、考動です。一学期の生活目標でもあ

るように、ただ動くのではなく、考えて動くこと

で結果が大きく違ってくると思います。小さなこ

とでも「なぜ、やるのか」「どうしてそうなのか」

を考えながら動いていきたいです。 

 ２年生は、３年生を支え、１年生を引っ張る学

年です。様々な場面で躍動できるように頑張りた

いです。 

 

２組   

 私は、この一年間を昨年以上にいろいろなこと

に挑戦し、成長できたと感じられるような一年に

したいです。そのために、特に部活動を今まで以

上に頑張りたいです。新しく入ってくる後輩の手

本となり、先輩が最後の夏を気持ちよく終われる

ように支えていきたいです。 

挨拶や、靴の整頓、部活動への取り組む姿勢な

ど、当たり前のこと一つ一つから先輩としての自

覚を持った行動をしていきたいです。そして、昨

年を超える結果を残せるように、日々の練習から

精一杯やろうと思います。 

それを日常生活にもつなげ、委員長として、級

訓の「支笑愛(ささえあい)」のように、全員で支え

合い、笑顔あふれる学級を目指して頑張りたいで

す。 

 

 

 

 

３組   

 ２年生になって変わったことがたくさんあり

ます。新しい友達ができ、先輩になり、環境がと

ても変わりました。楽しいこともある反面、慣れ

ない日常にとても疲れがたまることもあります。

給食準備が間に合わないこと、挨拶の声が小さい

こと、学級会をうまく進められないことなどで

す。 

 ２年生は、先輩でもあり後輩でもあり、心の変

化も激しくなる学年だと思います。だからこそ僕

は、人を支えられるような存在になりたいです。

自分だけのことを考えるのではなく、みんなで一

緒に活躍し、成長できるような一年にしたいで

す。そして、様々なことに挑戦し、新しいことを

学び、躍動していきたいです。時間はかかるかも

しれませんが、信頼できる仲間を増やし、みんな

をまとめられるように頑張りたいです。 

 

 

 

 

リモート任命式の様子（２年５組） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 

委員長      

副委員長      

副委員長      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜５月の予定＞ 

１４日（土） 幸田町中学校春季体育大会 

       （予備日６月４日） 

２２日（日）  部活動停止（～２５日） 

２５日（水） 中間テスト（①英語、②理科、③国語） 

              尿検査二次回収日（～２６日） 

２６日（木） 中間テスト（①数学、②社会） 

３０日（月） 教育実習開始 

 

 

 

４組   

 最近私は、部活動の体験に来てくれた１年生と

廊下ですれ違うことがあります。そこで私も「先

輩」という存在になったのだと自覚をもつように

なりました。 

 部活動体験では、初めて先輩として後輩に教

え、自分で考えて動く場でした。私も１年生も初

めてのことで緊張していたので、なるべく場を和

ませられるようにしました。そのとき、１年生か

ら「初めてできた先輩」と言ってもらいました。

しかし、私の思う先輩は「頼りになり、目標とさ

れる姿」だと思っています。今の私の技術では、

堂々と後輩に教えることができません。先輩を越

えることを目標に、努力を惜しまずやっていきた

いと考えています。そして、後輩にとって「憧れ

の先輩」になれるように頑張ります。 

 

 

５組   

２年生になり、変化がたくさんありました。そ

の中でも、私にとって一番の変化は、廊下で１年

生とすれ違うということです。 

 １年生のとき、先輩は私にとって憧れの存在で

した。いろいろなことがよく分かっていなかった

一年前の私たちに、優しく声を掛けて教えてくだ

さったり、姿で見せてくださったりしました。 

 先輩になった今、昨年度私が感じたこと以上の

感動を１年生に感じてもらえるように、私自身が

憧れの先輩となれるよう、団活動や部活動では手

本となり、１年生を引っ張っていきたいです。そ

して廊下ですれ違ったときの挨拶や声掛けなど

もして行きたいです。２年生は３年生を支え、１

年生を引っ張る立場です。周りを今まで以上によ

く見て考動し、躍動する一年にしたいです。 

  

 

新鶴体操・藤橋体操始まるよ！ パネルパフォーマンスで感謝を伝えました！ 

笑顔で退場されました。ありがとうございました。 

 


